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中島 智章

レポートについて

： 4判5枚ほどの文章量(4000～5000字が目安)に、表紙と図版を足して 4判7 10枚とする。分量 A A ~

：①表紙(下記の例を参照)→取上げた時代の建築様式の名称構成

＋書籍情報と掲載ページ

＋学籍番号

＋氏名

②はじめに→取上げた建築様式のどこに興味を引かれたのかなどについて

③本文→②で述べた自らの観点から、書籍で得た情報を再構成して分かりやすく説明

建築物の説明の部分では、関係する写真や平面図などを、自ら他文献で探して掲載すること

(表紙例)

初期ロマネスク建築について( )Early Romanesque Architecture

, , . , , .63 144.KUBACH Hans Erich: Harry N Abrams New York pp -Romanesque Architecture

学籍番号： 0 00000d -

氏 名： 中島 智章

来年のセミナー予定について

1月10日→レポート相談日(英文はそれまでに読んでおくこと)

1月17日→レポート提出 ビハインドは1月25日まで それ以降は提出不可

1月26日→番外編として建築見学会＋卒業設計･卒業論文提出の打上げ

(今のところ、森美術館で開催中の｢アーキラボ展｣見学を考えています)


